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近
年
、
環
境
関
連
の
法
律
は
非
常
に
数

多
く
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
至
る

ま
で
に
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

明
治
に
な
っ
て
最
初
に
問
題
に
な
っ
た

環
境
問
題
は
、
鉱
山
に
つ
い
て
で
す
。
明

治
政
府
は
幕
府
や
各
藩
が
所
有
し
て
い
た

鉱
山
を
国
有
化
す
る
と
い
う
政
策
の
も

と
、
全
国
の
資
源
埋
蔵
量
を
調
べ
、
鉱
山

を
ど
ん
ど
ん
開
発
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
流
れ
出
し
た
重
金

属
や
精
錬
時
の
煙
が
、
足
尾
鉱
毒
事
件
や

日
立
煙
害
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
問
題
に
な
っ
た

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
鉱
山
関
係
で
す
。

戦
後
に
な
る
と
、
環
境
問
題
よ
り
も
ま

ず
、
戦
争
で
崩
壊
し
た
産
業
を
建
て
直
す

の
に
必
死
で
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
〇
年

頃
の
高
度
成
長
期
に
、
本
州
製
紙
の
工
場

廃
水
に
端
を
発
す
る
浦
安
漁
民
騒
動
が
起

き
ま
す
。
現
在
な
ら
環
境
を
破
壊
す
る
側

が
悪
い
と
考
え
ま
す
が
、
当
時
は
、
第
一

次
産
業
と
第
二
次
産
業
と
の
対
立
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
、
お
互
い
う
ま
く
や
っ
て
く

だ
さ
い
と
、
相
互
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
水
質
二
法
（
水
質
保
全
法
、

工
場
廃
水
規
制
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

指
定
水
域
制
度
（
問
題
が
起
き
た
地
域
の
み
に

法
が
適
用
さ
れ
る
制
度
）
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

法
的
な
思
想
と
し
て
は
、
発
展
す
る
産
業

が
優
先
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

の
後
、
六
七
年
に
は
公
害
対
策
基
本

法
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
四
大
公
害

訴
訟
が
起
こ
り
、
そ
の
と
き
裁
判
所
は
、

そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
、
被
害
者
側
に
不

利
な
条
件
で
の
示
談
は
無
効
だ
と
判
断
し

ま
し
た
。
司
法
の
判
断
で
国
の
責
任
が
問

わ
れ
た
わ
け
で
す
。
以
降
、
基
本
的
に
公

害
裁
判
は
被
害
者
が
勝
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。七

〇
年
に
は
、
一
四
の
環
境
関
連
の
法

律
を
一
気
に
処
理
し
た
「
公
害
国
会
」
が

開
か
れ
、
翌
七
一
年
に
は
各
省
庁
の
公
害

行
政
を
一
本
化
す
る
た
め
、
環
境
庁
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
七
二
年
に
は
、
公
害
だ

け
で
は
な
く
自
然
環
境
の
保
全
も
目
的
と

し
た
自
然
環
境
保
全
法
が
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
前
半
ま
で

は
公
害
対
策
が
法
的
に
も
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
経
済
が
停
滞

し
た
こ
と
も
あ
り
、
七
三
年
か
ら
八
〇
年

代
ま
で
は
環
境
対
策
は
足
踏
み
し
ま
す
。

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
新
し
い
動
き
が

ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
九
二
年
の
地
球

環
境
サ
ミ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
、
国
際
的

鉱
山
問
題
に
始
ま
る

環
境
対
策
の
歴
史

国
際
的
な
課
題
と
な
っ
た
環
境
問
題

環 境 プ ラ ン ニ ン グ

環境プランナー誌上講座

環境関連法規

環境法はどう変遷してきたか
環境問題の歴史と法体系
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環境関連法は1990年代に大幅に整備され、
現在でも毎年のように新しく成立し、改正も繰り返されている。
環境配慮なくしてビジネスが成立しにくくなるであろう今後、環境法は必須の知識となるといえるだろう。
80年代後半から92年前半にかけて通産省（現・経産省）で環境法を担当した藤末健三氏による、
環境法についての実務的な知識をお届けする。
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な
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
国
内

に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
九
三
年

に
環
境
基
本
法
が
成
立
し
、
個
別
法
も
図

１
の
よ
う
に
多
数
制
定
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

環
境
基
本
法
と
い
う
の
は
公
害
対
策
基

本
法
を
改
正
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
と

き
、考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
環
境
保
全
が
う
た
わ
れ
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
ま
で
は
公
害
に
対
し
て
つ
ね

に
事
後
対
策
だ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
未
然

防
止
の
思
想
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
二
〇
〇
一
年
、環
境
省
が
発
足
。

環
境
庁
は
各
省
庁
に
お
け
る
各
分
野
の
環

境
対
策
の
調
整
役
で
し
た
が
、
環
境
省
に

な
り
、
一
元
的
に
環
境
対
策
を
手
が
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
際
的
に
締
結
さ
れ
て
い
る
環

境
関
連
の
条
約
の
数
は
一
〇
〇
〇
近
く
あ

る
で
し
ょ
う
。
七
〇
年
代
に
は
三
〇
程
度

だ
っ
た
の
で
、
非
常
な
勢
い
で
整
備
さ
れ

た
と
い
え
ま
す
。
日
本
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
条
約
が
結
ば
れ
る
と
国
内
で
地
球

温
暖
化
防
止
法
が
で
き
る
―
―
と
い
う
よ

う
に
、
条
約
を
実
施
す
る
た
め
に
法
律
を

つ
く
る
こ
と
が
多
く
、
条
約
締
結
後
、
二

〜
三
年
で
法
が
成
立
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。

次
に
環
境
法
の
分
類
で
す
が
、
そ
の
前

に
、
法
律
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
構
成

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
法
律→

政
令

→

内
閣
府
令→

省
令→

告
示→

通
達
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。
法
律
は
国
会
で
、

政
令
は
閣
議
で
決
ま
り
、
省
令
は
大
臣
が

決
め
ま
す
。
告
示
・
通
達
と
な
る
と
、
各

省
庁
の
局
長
レ
ベ
ル
で
決
ま
り
ま
す
。

要
す
る
に
、
国
会
議
員
は
法
と
い
う
骨

組
み
し
か
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
実
際
に
運

用
す
る
に
は
政
令
が
必
要
で
、
よ
り
細
か

く
実
践
す
る
に
は
省
令
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
法
律
で
ご
み
対
策
を
し

よ
う
と
決
め
た
と
き
、
ご
み
と
は
何
か
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
袋
も
ご
み
と
す

る
か
な
ど
を
決
め
る
の
が
政
令
、
ス
ー
パ

ー
の
袋
に
は
何
を
使
う
の
か
な
ど
を
決
め

る
の
が
省
令
で
す
。
つ
ま
り
、
省
令
ま
で

決
め
な
け
れ
ば
現
場
で
の
運
用
は
で
き
な

い
の
で
す
。

環
境
法
は
、
憲
法
の
も
と
に
環
境
基
本

法
が
決
め
ら
れ
、
各
種
の
個
別
法
が
そ
の

下
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
３
）。

環
境
法
の
分
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
私

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
係
（
循
環
社
会
形
成
基

本
法
）、
公
害
関
係
（
環
境
管
理
法
）、
公
害
保

障
関
係
（
環
境
救
済
法
）
、
そ
し
て
環
境
刑

法
と
分
け
て
い
ま
す
。ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、

環
境
法
が
運
用
さ
れ
る
に
は

環
境
法
の
分
類
と
個
別
法

図1 90年代以降に成立したおもな法律

93年　環境基本法

95年　包装容器リサイクル法

97年　環境影響評価法

98年　地球温暖化対策法

99年　PRTP法

〃　 ダイオキシン対策法

00年　建材リサイクル法

〃　　改正リサイクル法

〃　　食品リサイクル法

〃　 グリーン購入法

01年　PCB廃棄処理法

〃　 フロン回収破壊法

02年 自動車リサイクル法、その他既存法の改正多数

図2 法令、政令等の構成

協定

条例

法律

政令

内閣
府令

省令

告示

通達
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憲
法
で
環
境
関
連
の
権
利
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
は

現
在
の
と
こ
ろ
環
境
権
は
な
く
、
幸
福
追

求
権
と
生
存
権
で
そ
の
部
分
の
権
利
を
読

み
込
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

個
々
の
環
境
関
連
の
法
を
み
て
み
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
。
九
〇
年
代

初
頭
に
は
資
源
問
題
に
対
処
す
る
方
法
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
に
成
立
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
基
本
法
で
は
、「
３
Ｒ
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
発
生
抑
制
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
、
そ
れ

が
で
き
な
い
も
の
は
燃
や
し
て
熱
回
収
、

最
後
は
埋
め
立
て
と
い
う
よ
う
に
、
再
生

利
用
の
幅
が
広
が
り
、
優
先
順
位
も
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
画
期
的

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
法
と
し
て
は
、
最
初
に
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
場
合
、
そ
こ
に
か
か

る
費
用
は
ほ
と
ん
ど
生
産
者
負
担
な
の

で
、
業
者
間
の
権
利
関
係
の
調
整
な
ど
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

家
庭
ご
み
は
市
町
村
が
回
収
し
て
い
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
や
す
か
っ
た
と

い
え
ま
す
。
現
状
は
、
容
器
包
装
に
つ
い

て
は
各
自
治
体
に
負
担
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
〇
三
年
に
成
立
し
た
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
は
、
費
用
を
購
入
時
に
上
乗
せ

し
て
支
払
う
か
た
ち
で
運
用
が
始
ま
り
ま

し
た
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ

た
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
も
、
よ
う
や
く

〇
三
年
に
成
立
し
、
〇
四
年
の
実
施
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

公
害
関
係
で
は
、
大
気
関
係
、
水
質
関

係
、
化
学
物
質
関
係
、
土
壌
関
係
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
世
界
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
法
律
が
公

害
防
止
組
織
法
で
す
。
こ
れ
は
工
場
な
ど

に
公
害
防
止
の
担
当
者
を
お
い
て
、
組
織

を
つ
く
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。
公
害
防

止
法
は
規
制
と
罰
則
が
中
心
の
な
か
、
日

本
発
の
画
期
的
な
制
度
と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
〇
三
年
の
第
一
五
六
回
国
会
で

は
、
資
源
再
生
推
進
法
成
立
や
、
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

の
大
改
正
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
環
境
関
係
の
法
律
は
つ
ね
に
新
し

く
生
ま
れ
、
ど
ん
ど
ん
改
正
さ
れ
、
非
常

に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。今
後
も
こ
の
状
態
は
続
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
と
き
に
も
、
ぜ
ひ
頭
の
片
隅

に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

図3 環境法の分類

憲法

環境
基本法

個別法

循環社会形
成基本法

リサイクル法
廃棄法など

環境管理法

自動車NOx法
環境アセスメント

法など

環境救済法

公害被害保障法
公害紛争処理法

など

環境刑法

公害犯罪処罰法


